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El
白色塗装屋根が室温に及ぼす効果

京都府大生活科学　三村泰一郎

住　居　187

　目的　夏季日射の影響が大きい屋根，天井部分に厚い木質のパネルを使えば日中そこを

通って室内へ入る熱が抑えられ，住宅の自然気候調節機能を向上させる効果があることが

観mされているが，木質パネルを使わなくても屋根面を白色塗装すれば屋根温度が低下し

同様な効果が現れると思われる．本研究ではこの効果の程度を調べてみることにしfz .

　方法　通常の野地板，天井板を使い屋根面を白色塗装した1 号家屋と，それらを各4 cm

厚とした2号家屋(両者共６畳１室)につき，屋根面，天井裏空間，天井，室内，床，床下，

各壁面の温度を熱電対温度計を用いて連続記録し，外気温，日射量も併せて記録しfz .

　結果　1 号の屋根面温度は塗装後２号に比べ日中最大で約28°C低下し，天井裏温度は塗

装前２号より最大で約20°C高かったものが塗装後は逆に最大で約10°C低くなっている．こ

れは屋根面の反射率が２号の約1 %Vi対し, 1号は約60%と大きい為と考えられる．しか

し日中の1 号天井面温度，室温は屋根温度の低下から予想される程低下していない. cれ

は今回の観測には別の観測に使った実験家屋(壁は木質のパネル)をそのまま使ったので, 1

号の壁厚(4 cm)が２号(10cm)より薄く，又，床を除く周囲の壁，天井面面積の内，壁が約76％

を占めていることから室温は壁から入る熱に大きく左右されると思われるので，屋根面温

度低下の効果が天井面温度，室温にそれ程及ばない為と考えられる．しかし，日中，天井

面温度，室温等は何れも1号の方が高いのであるが，それらの1,2号間の差は屋根を白く塗

った後は塗る前より少なくなっており，塗装の効果を認めることができる. cのことから

壁厚を２号と同じに厚くすれば塗装の効果は更に大きくなるものと考えられる．

E 2 床面色彩と光源の心理的影響に関する実験的研究
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目的　著者は「光源と室内の色彩要因との関わりが居間の雰囲気にどのように影響してい

るのか」に着目した研究を行なっている。その一環として、色彩要因として床面を取り上

げた実験を行ない、居間における床面色彩と光源の心理的な影響を検討することにした。

方法　設定条件：　床面色彩６色、光源の種類３種類.I机上面照度２段階、壁面色彩2色、

合計72対象とした。　実験方法：　実物大模型を使用し、25項目７段階s D 法により被験者

に評定させる。また、各対象について各被験者に「団らんをするのに最適な明るさに」と

いう指示を与え、調光させる。

結果　因子分析の結果、第１因子に　A c t i V i ty、第n因子にP 01 e n cy、第Ⅲ因子に　EvaIua-

ti onが析出された。数量化理論第１類による分析、分散分析から、活動性には照度、光源

の種類、力量性には光源の種類の影響が大きく、室の快適性を表わすEvaluationにはほと

んどの要因が同程度に影響していることがわかった。また、各要因間の交互作用を分散分

析により検討した結果、活動性には光源の種類と照度、力量性には光源の種類と床面の明

度、彩度、快適性には壁面の色と床面の彩度、光源の種類と照度、照度と床面の明度の交

互作用がみられる。

　鍔光値と評定値との相間検定から、団らんをするのに適当な明るさは、暖かさ、柔らか

さなど　Potencyと強い相関をもつ。また、各要因の調光照度への影響を数量化理論第１類

により分析した結果、調光照度は光源の色温度に大きく左右されていることがわかった。


